ザクセンにおける土地負担の償却・再考（１） by Matsuo, Nobushige
－11－































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































管区に所属した村落を α 群に，16世紀央以前には騎士領・都市参事会を荘園領主としていた村落を β 群に，



















































































管区に所属した村落を α 群に，16世紀央以前には騎士領・都市参事会を荘園領主としていた村落を β 群に，











Nr. 30で80％，（₆）Nr. 111で79％［61％］，（₇）Nr. 82［７％］と（8）Nr. 147［48％］で78％，（₉）Nr. 103
と（10）Nr. 135［40％］で77％，（11）Nr. 149で76％，（12）Nr. 8で75％，（13）Nr. 90で74％，（14）Nr. 
130で73％，（15）Nr. 120［37％］と（16）Nr. 145で72％，（17）Nr. 88で71％，（18）Nr. 112と（19）Nr. 
140で69％，（20）Nr. 150で68％［２％］，（21）Nr. ₇で66％，（22）Nr. 47と（23）Nr. 94で65％，さらに，（24）
Nr. 121［30％］と（25）Nr. 127で61％である．以上の25村すべてに特徴的なのは，権利者不記載の委託地
代が，領主農場経営に必要な賦役に基づく地代を含む，という事実である．この25村の中で，［　］内の，
すなわち，賦役の，比率が高い村は，（₆）Nr. 111［61％］，（8）Nr. 147［48％］，（10）Nr. 135［40％］，（15）
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（注１）以上，Blaschke 1958, S. 5, 12⊖13, 31, 76, 78⊖79, 97, 99; Kötzschke⊘Kretzschmar 1965, S. 36, 43⊖45, 52, 73, 129, 132, 197, 200, 
251, 300, 310, 324, 398⊖399; Schmidt 1966, S. 30, 35, 78, 138; Kiesewetter 1989, S. 40⊖41, 96⊖97;  Czok 1989, S. 51, 70, 89, 100, 123, 
149⊖150, 153, 165, 200, 209, 228, 318, 323, 381, 435; Blaschke 1990, S. 45, 58⊖59, 68⊖71, 143, 152, 294; Groß 2001, S. 14⊖18, 28, 31⊖
32, 62, 97, 182, 190, 204, 236, 252.  
（注２）1855年にバウツェンKDに郡（Amtshauptmannschaft）が２，本領地域３KDに郡12と，特殊権益を把持した高位貴族所領
１とがあり，1878年にはバウツェン県に郡４，本領地域３県に郡22と県直轄都市３とがあった．Vgl. 松尾 1990, S. 32⊖35, 40⊖
41.





















（注１）Lütge 1934, Kapitel ₇; Lütge 1957, Kapitel 8. 
（注２）Blaschke 1958, S. 65; Blaschke 1965, S. 225⊖226, 236⊖237, 241⊖242; Groß 1968, S. 25⊖26; Kiesewetter 1981, S. 94; Kiesewetter 
1988, S. 114⊖115; Groß 2001, S. 74⊖75. 







して，裁判記録は，現実がどうであったか，を証言しているので，土地制度史研究にとって特に重要である．A. a. O, S. 226, 
228⊖229.  なお，市民的改革以前のザクセンの裁判機構は複雑であるが，上訴院については，Vgl. シュミット 1995, S. 173⊖
174（訳者補論）．──Blaschke 1965はSchirmer 2002に再録されたが，本稿は原論文による．
（注４）以上，Blaschke 1965, S. 230⊖236.　　（注５）以上，A. a. O., S. 236⊖239.　　（注６）以上，A. a. O., S. 240⊖241. 
（注７）以上，A. a. O., S. 241⊖243.　　　　　（注８）以上，A. a. O., S. 243⊖244. 
（注９）この見解（Blaschke 1965, S. 248⊖249）には同意しがたい．1832年都市自治体法までの都市とその市民は封建的領邦国
家体制の一環と考えるべきであろう．そのために，領邦君主直属都市は市民的改革まで邦身分制議会に代表を送っていた．
差し当たり，Vgl. シュミット 1995, S. 154⊖156（第２章への訳注１）．もっとも，後論⑻に記されているように，すべての都
市がその法制的地位をここまで向上させえたわけではない．
（注10）以上，Blaschke 1965, S. 246⊖249. 
（注11）御料地は，領邦君主の所有する農場経営であり，それの圧倒的大部分は，16世紀以後に購入された，かつての貴族的
騎士領である．Blaschke 1965, S. 249⊖250.    
（注12）以上，A. a. O., S. 249⊖250.　　　　　（注13）以上，A. a. O., S. 250⊖251.　　（注14）以上，A. a. O., S. 251⊖252.  
（注15）以上，A. a. O., S. 252⊖255.　　　　　（注16）以上，A. a. O., S. 256⊖257.　　（注17）以上，A. a. O., S. 257⊖258.  




（注22）以上，Blaschke 1965, S. 265⊖268.　　（注23）以上，A. a. O., S. 268⊖269.　　（注24）以上，A. a. O., S. 269⊖271. 
（注25）以上，A. a. O., S. 271⊖272.　　　　　（注26）以上，A. a. O., S. 272⊖278.　　（注27）以上，A. a. O., S. 279⊖280. 








Vgl. GS 1832, S. 175, 269; GS 1837, S. 15⊖17; GS 1851, S. 133; GS 1855, S. 17, 596; GS 1888, S. 63. Vgl. Judeich 1862, S. 15, 19, 22⊖
23, 117; Judeich 1863; S. 72⊖73, 140, 143; Reuning 1865, S. 51; Langsdorff 1876, S. 21; Landrentenbank 1888, S. 36, 39⊖40; Bär 1892, 
S. 16, 35, 37, 39⊖40; Landrentenbank 1909, S. 4, 14; Groß 1968, S. 140⊖141, 143; 松尾 2011, S. 8, 13, 23⊖24. 
（注30）この見解も，前の（注21）で述べたことと同じように，疑問である．
（注31）以上，Blaschke 1965, S. 283⊖287. 
　　第３節注
（注１）32年償却法最後の第８章「オーバーラウジッツに関する特別規定」．GS 1832, S. 238⊖244. Vgl. Judeich 1862, S. 5; Judeich 
1863, S. 61, 67; Landrentenbank 1883, S. 34; Bär 1892, S. 13⊖15; Landrentenbank 1909, S. 13; Boelcke 1957, S. 290; Kötzschke⊘
Kretzschmar 1965, S. 326; Solta 1958, S. 50⊖51; Groß 1967, S. 19.   
（注２）Schöne 1904, S. 22⊖26. Vgl. 松尾 1990, S. 98⊖101.   
（注３）Buchholz 1930, S. 160⊖167. Vgl. 松尾 1990, S. 82⊖87.


























（注１）以上，Blaschke 1958, S. 5, 12⊖13, 31, 76, 78⊖79, 97, 99; Kötzschke⊘Kretzschmar 1965, S. 36, 43⊖45, 52, 73, 129, 132, 197, 200, 
251, 300, 310, 324, 398⊖399; Schmidt 1966, S. 30, 35, 78, 138; Kiesewetter 1989, S. 40⊖41, 96⊖97;  Czok 1989, S. 51, 70, 89, 100, 123, 
149⊖150, 153, 165, 200, 209, 228, 318, 323, 381, 435; Blaschke 1990, S. 45, 58⊖59, 68⊖71, 143, 152, 294; Groß 2001, S. 14⊖18, 28, 31⊖
32, 62, 97, 182, 190, 204, 236, 252.  
（注２）1855年にバウツェンKDに郡（Amtshauptmannschaft）が２，本領地域３KDに郡12と，特殊権益を把持した高位貴族所領
１とがあり，1878年にはバウツェン県に郡４，本領地域３県に郡22と県直轄都市３とがあった．Vgl. 松尾 1990, S. 32⊖35, 40⊖
41.

































［steuer］-Einnehmer）によって行われた．GS 1834, S. 2, 4, 15, 311⊖312. Vgl. Judeich 1862, S. 24⊖26; Judeich 1863, S. 74; Bär 1892, 
S. 36, 38; Landrentenbank 1909, S. ₄; Groß 1968, S. 140. したがって，本資料集は，1832年都市自治体法適用都市グローセンハイ






を次のように定めている．「ドレースデン18xx年（４月あるいは10月）１日　地代銀行管理部」．GS 1832, S. 176; GS 1834, S. 
22. Vgl. Bär 1982, S. 35.
（注７）Junge 1961.  これは松尾 1990（S. 158）の村落整理番号Nr. 62である．──ブラシュケは，前節で紹介したように，「農
民的諸負担の歴史は，それが中部ドイツ荘園領主制の内部で絶えず発展し，ザクセン農民の経済状態と法的・社会的地位に
おける最大の差異を生じさせたことを示している．農民的諸負担のこの歴史が特別の地域的諸事情の問題の歴史的研究を強
要する．…［農民的諸負担について］一般的な基準は存在しなかった」，と述べている．Blaschke 1965, S. 271⊖272.  他方では，
「近世の領主＝農民関係を判断する場合に」，「騎士領が荘園に属した」か，属さなかったか，が極めて重要であり，前者の，
騎士領を持つ荘園では，賦役などによって農民の地位が悪化し，後者の，騎士領を持たない荘園では，純粋型地代荘園領主
制が維持され，その中間的地位にあるのが，領邦君主の御料地である，とも記している．A. a. O., S. 249⊖250. 以下の分析は
この問題提起になにがしか寄与するであろう．
（注８）Lommatzsch 1905, S. 37⊖39. 例外的２村については，Vgl. 松尾 1990, S. 135. 以下では，155村のそれぞれを松尾 1990, 第
２章第２節⑵の一連番号で表示する．なお，同章同節⑴，⑶と⑹を大幅に簡略化し，修正・加筆したものが，本小節（ⅰ）
であり，（ⅱ）は新しい視点からの分析である．
（注９）Blaschke 1957（S. 42⊖63）の各村の第６項目．Blaschke 1957（S. XI）によれば，18世紀後半から荘園領主制の廃止まで
の期間に荘園領主権の「変動は殆どなかった」．Vgl. 松尾 1990, S. 140, 182. 




の文言を用いている．GS 1831, S. 250, 327; GS 1851, S. 129⊖130, 133. Vgl. Blaschke 1958, S. 94; 松尾 1990, S. 265; 松尾 2011, S. 3, 
12, 53.  このようなグーツヘル（ないしグーツヘルシャフト）のうち，本領地域のそれを本稿は中部ドイツ荘園領主制下の騎
士領所有者（ないし騎士領）と見なす．
（注12）1851年の「聖職者への生の給付の償却に関する法律」（償却制限撤廃法）第２条は「生の給付」の対象を小麦，ライ麦，








ないし世襲賃租関係の償却を提議する権利を認めた．GS 1832, S. 188⊖190; GS 1851, S. 131⊖132. Vgl. Judeich 1863, S. 67; Bär 



















（注17）Groß 1968, S. 130⊖131; Groß 2001, S. 207⊖208.  Vgl. 松尾 1990, S. 191⊖193.  なお，委託された一時金（2,000NT）はマル
クに換算すると，6,000Mであり，それの 1⊘25 に当たる委託地代額は240Mと計算される．この金額は本資料集の委託地代額
234.96Mよりも僅かに大きい．この差額（5.04M）が生じた理由は明らかでない．
（注18）Größel 1896, S. 78. Vgl.  松尾 1990, S. 180. 追記すれば，本資料集ではこれらの賦役と現物貢租の合計地代額しか示さ
れていないけれども，グロースが明らかにした数値から計算すれば，賦役の比率は現物貢租のそれ，７％を遥かに上回り，
93％と圧倒的である．
（注19）GS 1846, S. 70; GS 1851, S. 151. Vgl. Judeich 1863, S. 65⊖66; Groß 1968, S. 113, 120; 松尾 2011, S. 11⊖13. 
（注20）GS 1832, S. 175, 268. Vgl. Judeich 1863, S. 63, 72⊖73; Groß 1968, S. 104⊖105; 松尾 2011, S. 8, 23. 
（注21）1834－59年の全期間（25年）の地代銀行地代受託額総計に占める，1834－37年（４年間）の受託額合計は，当郡で6.5％
であり，ザクセン全体では僅か1.8％に過ぎなかった．松尾 1990, 第101表（S. 259，当郡と全国）；松尾 2011，表１－３－１
の④（S. 25）．












ゼン村の償却協定（1839年）では世襲打穀人各人に68T余りの償却一時金が領主から支払われた．Crasselt 1925, S. 140. Vgl. 
松尾 1990, S. 89. 
（注28）領主の土地に対して領民が行使する「放牧権」，「その他の地役権」の評価額，あるいは，後者の評価額が前者の同種
権利のそれを上回る金額であろう．その１例は上述騎士領トレプゼンで見られた．領主の池における保有農とトレプゼン市
の草刈権に対して，領主は1844年頃469T ₄G余りを補償した．Heye 1896, S. 30. Vgl.  松尾 1990, S. 103; 松尾 2011, S. 55.  また，
カーディッツ村（ドレースデン郡）では，国有林におけるこの村の敷藁採取権と国家への果汁運搬賦役とが1843年に同時に
償却され，政府から当村に700Tが支払われた．Trautmann 1909, S. 107⊖108.  Vgl. 松尾 1990, S. 81; 松尾 2011, S. 55. 
（注29）Groß 1968, S. 141. Vgl. 松尾 1990, S. 278, 284; 松尾 2011, S. 26. ──Groß 2001（S. 208）の記述も同じである．
（注30）Groß 1968, S. 144. Vgl. 松尾 1990, S. 284. ──Groß 2001（S. 207）では，農民的諸義務の廃止の代償として，「荘園領主
は法定額の地代銀行証券を受け取った」，と書かれている．
（注31）Kiesewetter 1981, S. 102. Vgl. 松尾 1990, S. 284. ──Kiesewetter 1988（S. 128）の記述も同じである．
（注32）Kiesewetter 1981, S. 101. Vgl. 松尾 1990, S. 289. ──Kiesewetter 1988（S. 128）の記述も同じである．
（注33）Moll 1988, S. 173. Vgl. 松尾 1990, S. 284. 
（注34）Czok 1989, S. 370.　　　　　　　　　（注35）A. a. O., S. 348.
　　　　　引用法令（多くは意訳している）
1831年ザクセン王国憲法＝Verfassungsurkunde des Königreichs Sachsen, vom 04. 09. 1831.
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Vorkehrungen betr., vom 07. 11. 1831.
1832年都市自治体法＝Allgemeine Städte-Ordnung für das Königreich Sachsen, vom 02. 02. 1832. 
1832年償却法＝Gesetz über Ablösungen und Gemeinheitstheilungen, vom 17. 03 1832. 
1832年地代銀行法＝Gesetz über die Errichtung der Landrentenbank, vom 17. 03. 1832.
1833年地代銀行令＝Generalverordnung, die Landrentenbank betr., vom 30. 12. 1833.
1834年税務署設置令＝Verordnung, die Bildung und Einrichtung der Behörden für die Erhebung der directen Steuern betr., vom 01. 11. 
1834.
1837年地代銀行法補充令＝Verordnung über den Beginn der Amortisation bei der Landrentenbank und den Wegfall einiger, wegen 
Überweisung von Ablösungsrenten an dieselbe, und wegen Annahme von Abschlagszahlungen, zeither stattgefundenen Beschränkungen, 
vom 09. 03. 1837.
1838年農村自治体法＝Landgemeideordnung für das Königreich Sachsen, vom 07. 11. 1838.
1851年「聖職者への生の給付の償却に関する法律」（償却制限撤廃法）＝Gesetz, die Ablösung der Naturalleistungen an Geistliche 
und Schullehrer betr., vom 10. 02. 1851.
1851年償却法補充法＝Gesetz, Nachträge zu den bisherigen Ablösungsgesetzen betr., vom 15. 05. 1851.
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